
横田基地での人員降下訓練に おける ＲＡ‐１型パラシ

ュートを使用した訓練の再開について （口頭要請）  

 

令和元年９月２６日、北関東防衛局 から 、平成３１年１月８日お

よ び ９ 日 に 連 続 し て ト ラ ブ ル が 発 生 し た Ｒ Ａ ‐ １ 型 パ ラ シ ュ ー ト

を 使 用 し た訓 練 を ９ 月 ２ ６ 日 か ら 再 開 す る と の 情 報 提 供 が あ っ た 。 

情 報 提 供 内 容 に よ る と 、「 問 題 が 発 生 す る 可 能 性 を 最 小 限 に と ど

め る た め の 対 策 を 講 じ て い ま す 。」 と あ り 、 そ の 対 策 の 内 容 に つ い

ては明らかにされていない。  

本市では、これまでも再三にわたり、安全対策の徹底および情報

提供を速やかに行うよう要請してき た。  

人員降下訓練は、一歩間違えば基地外へ影響を 及ぼし 、 本市の市

民にも大きな不安を与えるものであることから 、下記のとおり 強く

要請する。  

記  

１  「問題が発生する可能性を最小限にとどめるための対策」とあ

るが、どのような対策を講じたのか速やかに情報提供を行うこと。 

２  本年 1 月のような人為的ミスが発生しないよう、部隊への教育

を徹底すること。  

３  訓練の再開にあたっては、徹底した安全対策を講じ、横田基地

周辺地域へ影響を及ぼさない こと。  

 

令和元年９月２７ 日  

 

在日米軍横田基地第３７４空輸 航空団司令官  

オーティス  Ｃ．ジョーンズ大佐  殿  

 

 青梅市長  浜  中  啓  一  


